
令和５年度

第１回 東成区教育会議
令和５年11月21日（火）19:00 ～

大阪市東成区役所



次 第

１．開 会

２．東成区担当教育次長（東成区長）あいさつ

３．委員・担当職員自己紹介

４．東成区教育会議開催要綱の一部改正について

５．東成区教育関連事業の取組状況等について

６．小学校の配置の適正化について

１



４．東成区教育会議開催要綱の一部改正について

２

令和５年８月１日付けで東成区教育会議開催要綱を次のとおり改正

し、教育会議委員の選定要件を変更しました。

【改正前】

学校協議会委員のうちから選定する。

【改正後】

次のいずれかの者のうちから区担当教育次長が選定する。

（１）学校協議会委員

（２）その他、区担当教育次長が適当と認める者

※要綱改正の詳細については添付しております「東成区教育会議開催要綱

新旧対照表」等をご確認ください。



５．東成区教育関連事業の取組状況等について

３

令 和 ５ 年 度 教 育 関 連 の 主 な 取 組

① 電子書籍を活用した読書活動推進事業

② 民間事業者を活用した課外学習事業

③ 子どもたちの「生きる力」育み支援事業

④ 国際理解教育推進事業

⑤ デジタル社会の子どもを育む取組

⑥ 平和学習の取組

⑦ 子どもの体力向上に向けた取組

⑧ 「東成区の地域資源」魅力発信事業

⑨ 学校園と連携したSDGｓ推進の取組



① 電子書籍を活用した読書活動推進事業

４

小中学校向けの電子書籍読み放題サービスを導入し、学校と

連携しながら、児童や生徒へ配付されている学習用端末等を活

用した読書環境の整備を図ることで、子どもたちが読書に親し

む機会を提供し、読書習慣の定着を支援する。



５

【これまでの実績】

・令和４年度より東成区内小学５年生～中学３年生にサービス利用

のためのIDを配付

（令和４年度）

【中学生】 利用率：２８．２５％、【小学生】 利用率：５３．９０％

（令和５年度（４月～８月））

【中学生】 利用率：２８．４８％（前年同期比 ４．７９％増）

【小学生】 利用率：４９．５５％（前年同期比 ３．１１％増）

【今後について】

・引き続き、電子書籍読み放題サービスによる読書環境の整備を

図り、読書習慣定着に向けた取組みを進める。



② 民間事業者を活用した課外学習事業

６

生徒の基礎学力向上と学習習慣の形成

を支援するため、学習塾等を経営する

民間事業者と連携しながら、区内の中

学校において「放課後課外学習事業」

を実施し、生徒の自主学習を支援する。

また、大阪市習い事・塾代助成事業

（月１万円の助成）の利用を可能とす

ることで、対象となる世帯の負担軽減

を図る。



７

【これまでの実績】

・令和４年度に株式会社トライグループと令和６年度までの協定を
締結

・東成区内の３中学校（東陽・相生・本庄）において実施

・学校の長期休暇中（夏期・冬期・春期）に直前の学期の総復習によ
る弱点の克服、新学期への不安解消等を行う特別講習を開催

【今後について】

・引き続き、株式会社トライグループによる課外学習事業を区内３
中学校で実施

・さらなる学習習慣の定着をめざし、小学５・６年生を対象とした
課外学習の場を複数校で設置予定



③ 子どもたちの「生きる力」育み支援事業

８

「誰ひとり取り残さない社会」の

実現に向けて、児童生徒が健やか

に成長し、自分らしく生きる力を

身につけることができるよう、学

校施設を利用して学習支援や習い

事等を実施することで「心の居場

所づくり」に取り組む。

また、大阪市習い事・塾代助成

事業（月１万円の助成）の利用を

可能とすることで、対象となる世

帯の負担軽減図る。



９

【これまでの実績】

・令和５年７月に株式会社トライグループと協定を締結

・東成区内２小学校（中道小・中本小）において、学習支援を行う教
室を令和５年９月に開講

・運動・ダンス・文化活動・プログラミングについては受講生が集ま
り次第開講

【今後について】

・引き続き、東成区内２小学校（中道小・中本小）において、「心の居
場所」づくりに取り組む



④ 国際理解教育推進事業

10

社会のグローバル化の進展に伴い、世界の諸問題を自身の課題

と捉え、取り組むことができる人材育成が求められている中、児

童生徒の国際理解の推進を図ることを目的とする。また、東成区

内には、外国にルーツを持つ児童・生徒が多数在籍していること

から、多文化理解の推進を図る。
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【これまでの実績】

児童生徒の国際理解の推進に資するため、独立行政法人国際協

力機構（ＪＩＣＡ）等と連携し、各小中学校において、海外ボラ

ンティア経験者、海外留学生等による出前講座を実施しました。

・令和５年度実施件数（実施予定含む）：１0校、延べ２１回

・外国人講師出身国の例：モザンビーク、グアテマラ、レソト、エスワ

ティニ、ルワンダ、バングラディシュ、キル

ギス、マダガスカル、イギリス

【今後について】

引き続き、独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）等と連携し、

海外ボランティア経験者や海外留学生による出前講座を実施する

とともに、近年増加している外国にルーツを持つ児童・生徒への

教育に関わるサポートについても検討を行っていく。



⑤ デジタル社会の子どもを育む取組

幼い頃からインターネットを利用している「デジタルネイティ

ブ」世代である今の子どもたちが社会のルールや自分の安全を守

りつつ、インターネットやＳＮＳ等の善い使い手となるために、

児童・生徒の成長段階に沿った啓発冊子の作成等、さまざまな取

組を実施。
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【これまでの実績】

ＳＮＳ等における子どもたちの人権問

題に対応するため、漫画形式の啓発冊

子を順次作成し、学校授業等で活用

令和２年度：小学校高学年用

令和３年度：中学生用

令和４年度：小学校低学年用

東成区役所ＨＰ
（啓発冊子の取組）



13

令和４年度の第２回東成区教育会議

において委員の皆様からＳＮＳ等に

おける啓発冊子に続く取組について

ご要望をいただき、検討、企画。

デジタル社会に生きる子どもたちに

関する取組として児童生徒の保護者

や教育関係者を主な対象者とした、

子どもたちが社会のルールや自分の

安全を守りつつ、ネット・スマホの

善き使い手になるために周りの大人

が考えるべきこと等を学ぶ講演会を

実施予定。

【今後について】



⑥ 平和学習の取組

昨今の戦争体験者の高齢化などによる戦争体験の風化や若い世代

を中心とした平和意識の希薄化といった課題に目を向け、平和に

対する意識の風化を抑え、戦争の悲惨さや平和の大切さを学ぶ取

組を実施。
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【これまでの実績】

【中学校】令和４年度にウクライナで活動中の国連職員と区内３

中学校（東陽・相生・本庄）をオンラインで繋いで講

演会を実施。

【小学校】６年生の児童を対象に、語り部による戦争体験談や東

成区内の身近な戦争遺産等を収録したＤＶＤを利用し

た平和学習を実施



15

【今後について】

・東成区内中学校生徒を対象に、ウクライナ侵攻により日本への避

難を余儀なくされた日本人女性を講師に招き、平和学習会を開催。

（令和５年11月から各学校で順次実施）

・昨年度に引き続き、東成区内小学校６年生の児童を対象に、ＤＶ

Ｄを利用した平和学習を実施予定（令和５年11月から各学校で

順次実施）



⑦子どもの体力向上に向けた取組
～小教研東成支部（体育）との協働～

児童が運動に意欲的に取り組むきっかけづくりとして、令和４

年度から小学校と連携し、５年生を対象に、春に実施するスポー

ツテストの結果や３学期に再度実施するシャトルランの結果をも

とに運動を頑張っている児童へ表彰を行う取組を実施している。

16



１7

【これまでの実績】

令和４年度から大阪市小学校教育研究会

東成支部体育部と区役所との連携による子

どもの体力向上に向けた表彰制度を創設し、

スポーツテストの結果や３学期に再度実施

するシャトルランの結果をもとに運動を頑

張っている児童へ表彰を行う取組を実施。

令和４年度（春）：のべ５１名

令和４年度（シャトルラン）：９名

令和５年度（春）：のべ６７名

【今後について】

引き続き表彰を実施し、子どもたちのやる気を喚起させ、互い
に各種目の留意すべき点を紹介し合うなど、児童が運動へ積極的
に取り組むきっかけとしていきたい。



⑧ 「東成区の地域資源」魅力発信事業

東成区の地域資源であるモノづくり企業等の工場見学やモノづ

くり体験イベントの開催など、子どもたちがモノづくり企業と触

れ合う機会を提供することで、モノづくりへの興味や関心を喚起

し、将来の進路を考えるきっかけづくりとする。

18



19

【これまでの実績】

・区内の企業と区民で構成される「住工共存まちづくり懇談

会」が中心となって小学生とその保護者を対象に平成23年度よ

り工場見学会を行い、30年度までに計15回実施した。（令和元

～４度については、新型コロナウィルスの影響により中止）

・令和４年度に小学生を対象とした「モノづくり体験イベン

ト」を実施し、約1,000名が参加した。（令和元～３年度につい

ては、新型コロナウィルスの影響により中止）

【今後について】

・引き続き、体験イベントや工場見学を実施して子どもたちが

モノづくり企業と触れ合う機会を提供する。



⑨学校園と連携したSDGｓ推進の取組

学校園におけるSDGｓ宣言や万博の機運醸成とSDGｓをテーマ

にした絵画コンクールの実施、大阪成蹊大学芸術学部との協働に

より、SDGｓ学習教材を製作し、今後小中学校等で活用予定。

20
ＳＤＧｓ教材



21

【これまでの実績】

＜ＳＤＧｓ宣言＞

区内全学校園及び区ＰＴＡ協議会がＳＤＧｓ宣

言を実施

＜ひがしなりＳＤＧｓ万博絵画＞

応募総数：４２３点（幼稚園児～中学生）

＜ＳＤＧｓ教材＞

区内11小学校の放課後いきいき教室にSDGｓ教

材を配付し、SDGｓに関わる学習を推進

【今後について】

・引き続き学校園等と連携してＳＤＧｓに関わる施策を実施す

ることで、ＳＤＧｓへの取組を推進していく。

東成区役所ＨＰ
（ＳＤＧｓ宣言の取組）

東成区役所ＨＰ
（ひがしなりＳＤＧｓ万博絵画）



６．小学校の配置の適正化について

22

大阪市では、全市的にさらなる少子化が見込まれる中、将来を見据

え、持続的に良好な教育環境を提供していくため、子どもたちの教

育環境の改善の観点を第一に据えて、行政が主体的に責任をもって

解決を図る必要があると考え、学校配置の適正化の基準と進め方に

ついて、令和2年4月1日に条例や規則で規定化し、一定の集団規模を

確保して教育活動の充実を図る小学校の配置の適正化の取り組みを

進めています。

大阪市立学校活性化条例（抜粋）


